
２０１９年度 北波多小学校の取組 
１ 本校の教育目標 

 

一生懸命がかっこいい！ みんなの夢に一歩前進！ 

～ 笑顔いっぱい！ 一人一人のよさが輝く学校 ～ 

 

○ 基本的な考え方 

   本校はこれまで「地域とともに伸びゆく北波多っ子」を合言葉に、児童に『確かな学力』

『豊かな人間性』『健康な心身』を育むための取り組みを重ね、学校と家庭との連携だけでな

く、学校支援ボランティアをはじめとした地域の支援や協力のもとに、一人一人を大切にし

た温かさに包まれた学校づくりに取り組んできた。 

   少子高齢化、ＡＩの発達、グローバル化などによる予測が難しいこれからの時代は、手に

入れた知識を活用し、出会ったこともない問題状況を、自分たちの力で解決したり、様々な

考えの人と新しいアイデアを生み出したりする力が必要になってくる。 

そのような力を児童に身につけさせるために、今年度も教師と家庭、地域が一体となって、

児童が、「自分のよさを存分に輝かせ、一生懸命に活動に取り組む中で、友だちと成長の喜び

を分かち合える学校づくり」を進めていきたいと考える。 

 

２ めざす学校像・児童像・教師像 

◎ めざす学校像 

① 真剣に学習に取り組み、活気ある学校 

② よさを認め合い、仲良く助け合う学校 

③ 家庭・地域とともにある学校 

◎ めざす児童像 

① よく考え、進んで学習する児童 

② 友だちと協力し、相手を思いやる明るい児童 

③ 何事にも積極的に挑戦し、がんばる児童 

◎ めざす教師像 

① 教育公務員として、児童・保護者・地域から信頼される教師 

② 子どもを愛し、教育に使命感をもつ教師 

③ 日々、研修・研鑽に励み、自己を高める教師 

④ 心身ともに健全ではつらつとした教師 



３ 本年度の重点目標 

基礎・基本の確実な定着と学力の向上 豊かな心と体の育成 

１ 児童が活躍する授業の実施 

● 校内研究の充実 

 ○ 主体的・対話的で深い学びの推進 

 ○ 人権教育の視点を取り入れた授業 

 

 

 

 

● 本時のめあてが明確で見通しをもって

児童が活躍できる授業 

○「学力向上アクションプラン」の推進 

  ○「学びの約束」の徹底 

 

２ 「読み・書き・計算」の力の向上 

 ● 読書指導の充実 

 ● ドリルや小テストの効果的な実施 

● 家庭学習の内容の工夫 

 

３ 家庭教育力の向上 

 ● 基本的な生活習慣と家庭での学習習慣

の定着 

１ 豊かな人間性を培う道徳教育の充実 

  （心の教育・体験活動の推進） 

 ● 道徳の教科科に対応した授業 

 ●「いきいき学ぶからつっ子育成事業」

の効果的な活用 

 

２ 人権・同和教育、特別支援教育の推進 

 ● いじめや差別を許さない集団づくり 

  （支持的な学級風土づくり） 

○ 部落問題学習や人権に関わる活動

の充実 

○ Ｑ-Ｕテストの活用 

 ● 支援が必要な児童に対する支援体制

の充実（発達面の課題、不登校等） 

  ○ ＳＣ、ＳＳＷとの連携 

    ○ 教育相談活動の充実 

  ○ 家庭や関係機関との連携 

 

３ たくましい体づくり 

 ● 自ら進んで運動する児童の育成 

 ● 食育の充実と推進 

 

地 域 連 携 ・ 「 ぐ る み の 教 育 」  

１ 地域の力を利活用した特色ある教育活動の取り組み（地域に開かれた学校づくり） 

 ● 学校支援ボランティアとの連携 

 ● 学校評議員会、地域の諸団体、関係機関との連携 

２ 学校教育活動の積極的な情報発信 

 ● 学校・学級だよりの定期的な発行 

 ● 学校ＨＰの充実、はなまる連絡帳の活用 

３ ＰＴＡ活動の充実 

 ● あいさつ運動の推進 

４ 幼保・小・中連携の強化 

●「北波多学校人権・同和教育研究会」の活動の充実 

 

・自己決定の場を与える授業 

・自己存在感を与える授業 

・共感的人間関係を育む授業 

 



  


